
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
新
出
『
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簡
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経
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訳
文
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検
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一

初
期
大
乗
仏
教
経
典
の
一
つ
で
あ
る
『
般
若
経
』
は
、
と
く
に
「
空く
う

」
の
思
想
に
つ
い
て
詳
し
く
説
く
。
そ
の
成
立
は
、
紀
元
前
一
世
紀
に
ま

で
遡
る
と
推
定
さ
れ
る
。
一
連
の
『
般
若
経
』
経
典
の
中
で
、
最
も
古
い
形
を
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
後
漢
の
光
和
二
年
（
西
暦
一

七
九
年
）
に
支
婁
迦
讖

し
る
か
せ
ん

に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
『
道
行
般
若
経
』
（
１
）で
あ
る
。
支
婁
迦
讖
の
訳
業
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
訳
の
力
―
『
道
行
般
若
経
』

を
め
ぐ
っ
て
」（
以
下
「
前
稿
」
と
呼
ぶ
）
が
あ
る
（
２
）の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。『
道
行
般
若
経
』
に
相
当
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典“A

s• t• asāha-

srikā
P

rajñāpāram
itā”

（『
八
千
頌
般
若
経
』）
も
、
全
文
が
伝
え
ら
れ
て
い
る（３
）
。
た
だ
し
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
梶
山
雄
一
に
よ
れ
ば
、
西
暦
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六
四
五
年
か
ら
八
〇
〇
年
ま
で
の
間
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り（４
）
、『
道
行
般
若
経
』
と
は
か
な
り
の
年
代
の
差
が
あ
る
。
私
は
前
稿
に
お
い
て
、

「
時
の
経
過
に
伴
っ
て
、
様
々
な
変
容
が
加
わ
っ
て
は
い
る
」
が
、
両
テ
キ
ス
ト
は
「
編
次
の
組
み
方
と
内
容
の
展
開
の
仕
方
に
お
い
て
、
基
本

的
に
は
一
致
し
て
い
る
と
見
な
し
て
よ
い
」
こ
と
、
漢
訳
の
方
は
「
原
文
に
忠
実
で
あ
ら
ん
と
す
る
姿
勢
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
原
文
の
持
つ
正
確
さ
、
的
確
さ
は
十
全
に
は
望
め
な
い
」
が
、
箇
所
に
よ
っ
て
は
正
確
な
漢
訳
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、「『
道
行
般
若

経
』
は
『
八
千
頌
般
若
経
』
に
は
失
わ
れ
て
い
る
、
古
い
姿
の
原
文
を
も
後
世
に
伝
え
」
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
等
を
実
例
を
挙
げ
て
述
べ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
記
の
よ
う
な
時
間
差
が
存
す
る
た
め
に
、
漢
訳
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
と
比
較
対
照
し
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
時
に

は
、
ど
う
し
て
も
隔
靴
掻
痒
の
感
を
免
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
最
近
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
『
八
千
頌
般
若
経
』
の
、
西
暦
二
、
三
世
紀
頃
の
書
体
と
推
定
さ
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
・
テ
キ
ス
ト
断
簡
が
、
他
の
仏
教
写
本
と
共
に
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
断
簡
発
見
ま
で
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
松
田
和
信
氏
が
「
ノ
ル
ウ
ェ

ー
に
現
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
出
土
仏
教
写
本
―
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ス
コ
イ
エ
ン
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
訪
ね
て
」（『
し
に
か
』
一
九
九
八
年
七
月

号
、
大
修
館
書
店
、
八
三
〜
八
八
頁
）
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
実
業
家
に
し
て
古
今
東
西
の
写
本
の
蒐
集

家
で
あ
る
マ
ー
チ
ン
・
ス
コ
イ
エ
ン
氏
が
、
近
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
出
土
の
仏
教
古
写
本
を
多
量
に
入
手
し
た
。
こ
れ
ら
の
写
本
は
、
複
数
の

デ
ィ
ー
ラ
ー
の
話
に
よ
る
と
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
山
中
の
、
仏
像
が
安
置
さ
れ
た
洞
窟
内
に
散
乱
し
て
い
た
ら
し
い
。
正
確
な
場
所
は
不
明
で
あ

る
。
こ
の
写
本
の
存
在
を
知
っ
た
松
田
氏
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
者
た
ち
が
、
ス
コ
イ
エ
ン
氏
と
の
交
渉
を
経
て
、
写
本
の
読
解
作
業
を
進
め
、

そ
の
共
同
研
究
の
成
果
を
、
ま
ず
、
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と
し
て
、
原
断
簡
の
写
真
付
き
で
発
表
し
た
。
イ
ェ
ン
ス
・
ブ
ロ
ー
ル
ヴ
ィ
ッ
ク
氏
の
総
解
説
に
よ
る
と
、
写
本
の
大
部
分
は
、
バ
ー
ミ
ヤ
ン
渓

谷
近
辺
の
洞
窟
内
で
、
タ
リ
バ
ン
勢
力
に
追
わ
れ
た
現
地
の
人
々
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
部
分
は
断
片
で
あ
り
、
他

の
土
地
の
も
の
も
混
入
し
て
い
る
。『
八
千
頌
般
若
経
』
断
簡
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
古
文
書
学
の
専
門
家
（
松
田
氏
に
よ
る
）
ロ
ー
レ
・
ザ
ン

ダ
ー
（L

ore
Sander

）
博
士
が
、
同
書
の
第
一
章
、

1.Fragm
ents

of
an

A
s• t• asāhasrikā

m
anuscriptfrom

the
K

us• ān• a
period,L

ore
Sander

で
担
当
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
ザ
ン
ダ
ー
氏
に
よ
り
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
論
考
を
進
め
る
。

ザ
ン
ダ
ー
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、palm

-leaf

（
貝
葉
）
上
に
書
か
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断
簡
は
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
エ
ジ
ャ
ー
ト
ン
に
よ

っ
て
命
名
さ
れ
た
仏
教
混

淆

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
（
略
称
Ｂ
Ｈ
Ｓ
）
が
混
じ
っ
て
い
る
が
、
内
容
は
十
一
、
十
二
世
紀
頃
の
ネ
パ
ー
ル
写
本
に

基
づ
く
現
行
本
に
極
め
て
近
い
。
ま
た
ザ
ン
ダ
ー
氏
は
、
同
書
付
録
の
「
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
写
本
の
古
文
書
学
的
初
歩
分
析
」
に
お
い
て
、
使
用
さ

れ
て
い
る
書
体
は
、
ク
シ
ャ
ー
ナ
王
朝
（
一
世
紀
半
ば
〜
三
世
紀
半
ば
）
時
代
の
ブ
ラ
ー
フ
ミ
ー
文
字
で
あ
り
、
書
体
の
細
部
か
ら
判
断
し
て
、

こ
の
写
本
が
成
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
は
紀
元
三
世
紀
の
後
半
と
言
っ
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。『
八
千
頌
般
若
経
』
断
簡

（
以
下
「
断
簡
」
と
略
す
）
の
う
ち
で
、
写
本
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
現
行
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
（
以
下
「
現
行
」
と
略
す
）

の
第
八
章
と
第
十
二
章
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
特
に
こ
の
二
章
に
し
ぼ
っ
て
、
断
簡
と
『
道
行
般
若
経
』（
以
下
「
道
行
」
と

略
す
）
の
比
較
検
討
を
行
い
た
い
。
そ
の
他
の
章
は
、
極
め
て
わ
ず
か
の
断
簡
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
比
較
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
の
で
、
今
回

は
考
察
の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。
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二

ま
ず
、『
八
千
頌
般
若
経
』
第
八
章
の
検
討
か
ら
始
め
よ
う
。
第
八
章
の
標
題
は
、「
現
行
」
で
はviśuddhi

（
清
浄
）
で
あ
る
。「
道
行
」
で

は
巻
三
・
第
六
清
浄
品
に
当
た
る
。「
断
簡
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
は
、
ザ
ン
ダ
ー
氏
が
言
う
よ
う
に
、「
現
行
」
文
と
よ
く
一
致
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
に
、「
断
簡
」
に
は
仏
教
混
淆
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
（
Ｂ
Ｈ
Ｓ
）
の
語
法
が
混
じ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
現
行
」
本
の
、

sādhu
sādhu

Subhūte
/yas

tvam•
bodhisattvān

m
ahāsattvān

im
āh•

san •gakot• ı̄r
bodhayasi

…
（
Ｖ
本
九
五
頁
）

（
訳
）
よ
い
ぞ
、
よ
い
ぞ
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
。
君
が
、
正
し
い
道
を
求
め
る
人
た
ち
・
偉
大
な
人
た
ち
に
、
こ
れ
ら
の
執
着
の
在
り
方
を
悟

ら
せ
る
の
は
。

と
い
う
箇
所
は
、「
断
簡
」
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

sādhu
sādhu

subhūtiyo
tvam•

bodhisatvān
[a]

(m• )
m

ahāsatvānām•
im

ā
sam• gakot• ı̄yo

buddhyāpesi

…
（5-recto2

）

﹇

﹈
内
は
、
文
字
の
破
損
し
て
い
る
個
所
、（

）
内
は
、
空
白
部
に
文
字
を
復
元
し
た
箇
所
で
あ
る
。（
い
ず
れ
も
ザ
ン
ダ
ー
氏
に
よ
る
。
以

下
同
）「
断
簡
」
の
傍
線
部
が
、「
現
行
」
と
は
名
詞
・
代
名
詞
の
曲
用
、
動
詞
の
活
用
形
が
異
な
る
部
分
で
あ
る
（
５
）
。
例
え
ば
、「
断
簡
」
の
男
性

名
詞
・
複
数
属
格
形m

ahāsatvānām•

は
、「
現
行
」
で
は
複
数
対
格
形m

ahāsattvān

を
取
っ
て
い
る
が
、
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。
や
は
り

「
断
簡
」
のsam•

gakot• ı̄yo

は
女
性
名
詞
・
複
数
対
格
形
の
、buddhyāpesi

は
動
詞
の
現
在
二
人
称
単
数
・
使
役
形
語
尾
の
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｂ
Ｈ

Ｓ
形
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、「
現
行
」
と
全
く
変
わ
ら
な
い
。「
断
簡
」
の
多
く
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
「
現
行
」
テ

キ
ス
ト
を
引
き
継
い
で
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
箇
所
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
こ
れ
以
上
触

れ
な
い
こ
と
に
す
る
。
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521

さ
て
、
右
に
「
現
行
」「
断
簡
」
か
ら
原
文
を
引
い
た
箇
所
は
、「
道
行
」
で
は
、
こ
う
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。

善
哉
、
善
哉
、
須
菩
提
、
令
菩
薩
摩
訶
薩
知
本
際
為
覚
著
事
、（
大
正
・
四
四
二
頁
下
）

（
訓
）
善
い
か
な
、
善
い
か
な
、
須
菩
提
よ
。
菩
薩
・
摩
訶
薩
を
し
て
本
際
を
知
り
、
著
ち
ゃ
く

事
を
覚
ゆ
る
を
為な

さ
令し

む
る
は
。

「
執
着
の
在
り
方
」sam•

gakot• i

をsam•
ga

（
執
着
＝
著
）
とkot• i

（
先
端
、
辺
際
＝
本
際
）
に
分
け
、bodhati

（
目
覚
め
る
）
を
「
知
」
と

「
覚
」
に
わ
け
て
訳
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
原
文
に
忠
実
な
訳
で
あ
る
。

私
は
、
本
稿
の
考
察
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
次
の
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
、「
断
簡
」
の
内
容
が
「
現
行
」
と
明
確
に
異
な
る
も
の

が
、
第
八
章
だ
け
で
数
カ
所
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
場
合
に
お
い
て
、「
道
行
」
の
漢
訳
は
「
断
簡
」
の
方
に
近
い
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
箇
所
の
「
道
行
」
訳
文
は
、
今
ま
で
「
現
行
」
と
対
照
し
て
い
る
限
り
で
は
、
解
釈
が
極
め
て
難
し
か
っ
た
。
し

か
し
、
今
回
発
見
さ
れ
た
「
断
簡
」
と
対
照
し
直
し
て
み
る
と
、
疑
問
が
氷
解
す
る
こ
と
が
多
い
。
次
に
、
そ
れ
ら
の
例
を
順
次
取
り
上
げ
、
検

討
を
加
え
て
い
こ
う
と
思
う
。

〇
第
八
章
の
標
題
で
あ
るviśuddhi

（
清
浄
）
に
関
し
て
は
「
断
簡
」
の
次
の
一
文
が
参
照
さ
れ
る
。

prakr• tiviśuddhatvā
subhūtiprakr• tivivittatvā

gam• bh

﹇ı̄
﹈rā

prajñāpāram
itā

//

（5-verso3

）

（
訳
）
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
本
性
が
清
浄
な
の
で
、
本
性
が
分
離
し
て
い
る
の
で
、
知
恵
の
完
成
（
般
若
波
羅
蜜
多
）
は
奥
深
い
の
で
あ
る
。

「
現
行
」
はgam• bhı̄rā

の
前
にprakkr• ti

（
本
性
）
が
付
い
て
い
る
以
外
は
、「
断
簡
」
に
同
じ
で
あ
る
。「
道
行
」
は
、「
仏
言
、
本
清
浄
」（
仏

言
わ
く
、
本も
と

清
浄
な
り
と
）、「
仏
言
、
法
無
作
者
故
、
得
阿
惟
三
仏
」（
仏
言
わ
く
、
法
は
作な

す
無
き
者
な
る
が
故
に
、
阿
惟
三
仏
を
得う

、
と
）

の
二
箇
所
（
共
に
大
正
・
四
四
二
頁
下
）
が
そ
れ
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。「
分
離
す
る
」
を
「
作
す
こ
と
が
無
い
」、「
知
恵
の
完
成
は
奥
深
い
」

521 アフガニスタン新出『八千頌般若経』断簡による『道行般若経』訳文の再検討



を
「
開
悟
を
得
る
」
と
訳
し
て
い
る
。「
阿
惟
三
仏
」
はabisam

buddha

（
開
悟
し
た
）
の
音
訳
で
あ
る
が
、「
道
行
」
が
見
た
原
典
写
本
で
ど

う
な
っ
て
い
た
か
、
定
か
で
な
い
。

な
お
「
現
行
」
第
八
章
の
別
の
所
（
こ
の
部
分
は
「
断
簡
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）
で
は
、

rūpam•
Subhūte

abaddham
am

uktam•
//

tat
kasya

hetoh•
/

rūpāsvabhāvatvāt
Subhūte

rupam
abaddham

am
uktam•

/

（
Ｖ
本
九
三

頁
）

（
訳
）
形
あ
る
も
の
は
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
束
縛
も
さ
れ
な
い
し
、
解
放
も
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
形
と
し
て
は
存
在
し
な
い
が
故

に
、
形
あ
る
も
の
は
、
束
縛
も
さ
れ
な
い
し
、
解
放
も
さ
れ
な
い
。

と
あ
る
の
を
、「
道
行
」
は
「
清
浄
」
の
語
を
用
い
て
、

須
菩
提
、
色
清
浄
、
道
亦
清
浄
故
、
言
色
清
浄
、
道
亦
清
浄
、（
大
正
・
四
四
二
頁
上
）

（
訓
）
須
菩
提
よ
、
色し
き

は
清
浄
に
し
て
、
道
も
ま
た
清
浄
な
る
が
故
に
、
色
は
清
浄
に
し
て
、
道
も
ま
た
清
浄
な
り
と
言
う
。

と
、
か
な
り
簡
略
化
、
か
つ
意
訳
し
て
訳
し
て
い
る
。「
色
」
は
「
形
あ
る
も
の
」
で
あ
り
、「
道
」
は
「
存
在
（
の
仕
方
）」
で
あ
る
。
そ
し
て

「
清
浄
」
は
、
こ
こ
で
は
「
束
縛
も
さ
れ
な
い
し
、
解
放
も
さ
れ
な
い
」
こ
と
、
お
よ
び
「
存
在
し
な
い
」
こ
と
の
意
で
使
わ
れ
て
い
る
。「
清
浄
」

本
来
の
「
清
ら
か
」
と
い
う
意
味
と
は
少
し
違
っ
た
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
漢
代
の
「
清
浄
」
の
用
例
を
見
て
み
る
と
、

前
漢
中
期
の
司
馬
遷
『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
は
「
李
耳
（
老
子
の
こ
と
）
無
為
自
化
、
清
浄
自
正
」（
李
耳
は
無
為
に
し
て
自
ら
化
し
、
清
浄

に
し
て
自
ら
正
す
）、
前
漢
末
の
劉
向
『
説
苑
』
君
道
篇
に
は
、「
人
君
之
道
、
清
浄
無
為
」（
人
君
の
道
は
、
清
浄
に
し
て
無
為
な
り
）
と
あ
っ

て
、「
清
浄
」
の
語
が
「
無
為
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。「
道
行
」
訳
の
年
代
に
よ
り
近
い
、
後
漢
初
の
王
充
『
論
衡
』
知

実
篇
で
は
、「
愁
然
清
浄
者
、
衰
�
之
色
」（
愁
然
と
し
て
清
浄
な
る
者
に
は
、
衰さ

い

�て
つ

の
色
あ
り
）
と
見
え
る（６
）
。「
衰
�
」
は
喪
服
の
意
。
愁
い
沈
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ん
だ
者
は
、
葬
儀
に
参
列
す
る
よ
う
な
顔
色
を
し
て
い
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
王
充
は
「
清
浄
」
を
「
清
ら
か
」
と
い
う
意
味
で

は
な
く
、
た
だ
何
も
せ
ず
（
無
為
）
に
、
静
ま
っ
て
い
る
だ
け
と
い
う
意
味
で
使
っ
て
い
る
。
漢
代
の
「
清
浄
」
の
用
法
に
こ
の
よ
う
な
も
の
が

有
る
以
上
、「
道
行
」
が
こ
こ
で
「
束
縛
も
さ
れ
ず
、
解
放
も
さ
れ
な
い
」
と
い
う
原
語
を
、「
清
浄
」
と
訳
し
た
の
は
、
決
し
て
見
当
違
い
で
は

な
い
と
言
え
よ
う
。

〇
次
に
、『
八
千
頌
般
若
経
』
第
八
章
の
時
間
概
念
に
関
わ
る
部
分
を
取
り
挙
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、「
断
簡
」4-verso1

〜2

か
ら
引
く
。

（
上
欠
）svabhāvam•

hi
subhūti

rūpam•
//

pratyutpannam•
subhūti

rūpam•
abaddham•

am
uktam•

//
tat

kisya
heto

/
pūr-

vam• tāparam• tāsva
bhāvam•

his
[u]

bh
[ū]

(t)
i

（
下
欠
）

「
現
行
」
で
は
、（
上
欠
）
の
部
分
にaparāntā

が
入
る
。
ま
た
、
若
干
の
語
尾
の
違
い
の
他
に
、
最
後
の
節
（
傍
線
部
）
に
大
き
な
相
異
が
あ

る
。「
現
行
」
は
次
の
通
り
。

pratyutpannāsvabhāvam•
hiSubhūte

pratyutpannam•
rūpam•

//

Ｖ
本
九
三
頁
）

こ
の
所
を
、
ま
ず
「
現
行
」
本
に
即
し
て
訳
し
て
み
よ
う
。

（
訳
１
）
形
あ
る
も
の
は
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、（
未
来
に
お
い
て
）
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
形
あ
る
も

の
は
、
束
縛
も
さ
れ
な
い
し
、
解
放
も
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
現
在
に
お
い
て
形
あ
る
も
の
は
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
現
在
に
お

い
て
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、「
断
簡
」
に
即
し
て
訳
し
て
み
よ
う
。

（
訳
２
）
形
あ
る
も
の
は
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
存
在
…
…
…
。
現
在
の
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
形
あ
る
も
の
は
、
束
縛
も
さ
れ
な
い
し
、
解
放
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も
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
…
…
…
（
は
）、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
過
去
お
よ
び
未
来
に
お
い
て
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

…
…
部
分
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
判
断
し
て
、
お
そ
ら
く
「
現
行
」
と
同
じ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
両
者
の
趣

旨
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

現
在
の
存
在
物
は
、
束
縛
も
解
放
も
さ
れ
な
い
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、

「
現
行
」
＝
現
在
の
存
在
物
は
、
現
在
に
お
い
て
非
存
在
で
あ
る
か
ら
だ
。

「
断
簡
」
＝
現
在
の
存
在
物
は
、
過
去
・
未
来
に
お
い
て
非
存
在
で
あ
る
か
ら
だ
。

さ
て
、
ど
ち
ら
の
テ
キ
ス
ト
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
ど
ち
ら
で
も
さ
し
て
違
い
は
無
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
両
方
可
な
の
で

あ
ろ
う
か
。「
現
行
」
の
方
が
分
か
り
や
す
い
が
、
し
か
し
「
断
簡
」
の
解
釈
も
棄
て
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
こ
で
、「
道
行
」
の
漢
訳
を
参

照
し
つ
つ
、「
現
行
」
第
八
章
に
現
れ
て
い
る
時
間
概
念
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

「
現
行
」
本
で
は
、
右
に
挙
げ
た
検
討
箇
所
の
前
に
、「
形
あ
る
も
の
の
過
去
は
、
束
縛
も
さ
れ
な
い
し
、
解
放
も
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
形

あ
る
も
の
は
、
過
去
に
お
い
て
非
存
在
で
あ
る
か
ら
だ
。」「
形
あ
る
も
の
の
未
来
は
、
束
縛
も
さ
れ
な
い
し
、
解
放
も
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
形

あ
る
も
の
は
、
未
来
に
お
い
て
非
存
在
で
あ
る
か
ら
だ
。」
と
あ
る
。（
原
文
省
略
。「
断
簡
」
は
点
線
部
の
み
残
る
）
こ
の
部
分
の
「
道
行
」
訳

文
は
、
原
文
が
相
当
簡
略
化
さ
れ
て
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
不
断
前
、
前
不
断
後
、
故
無
壊
、
以
是
故
、
前
為
不
断
、（
大
正
・
四
四
二
頁
上
）

（
訓
）
今
は
前
と
断
ぜ
ず
、
前
は
後
と
断
ぜ
ず
。
故
に
壊こ
わ

る
る
こ
と
無
し
。
是こ
れ

を
以
て
の
故
に
、
前
は
断
ぜ
ず
と
為な

す
。

「
道
行
」
の
時
間
に
関
す
る
論
議
は
、
既
に
巻
三
・
勧
助
品
第
四
に
見
え
て
い
る
。（
筆
者
前
稿
十
五
・
十
六
頁
参
照
）



過
去
当
来
今
現
在
、
法
無
所
取
、
亦
無
所
捨
、
亦
無
所
知
、
亦
無
所
得
、（
大
正
・
四
四
〇
頁
上
）

（
訓
）
過
去
、
当
来
（
未
来
）、
今
現
在
、
法
（
存
在
）
は
取
る
所
無
く
、
亦
捨
つ
る
所
無
し
。
亦
知
る
所
無
く
、
亦
得
る
所
無
し
。

ま
た
、「
道
行
」
巻
五
・
本
無
品
第
十
四
に
も
、

諸
法
、
本
無
過
去
当
来
今
現
在
、（
大
正
・
四
五
三
頁
中
）

（
訓
）
諸
法
に
は
、
本も
と

、
過
去
・
当
来
・
今
現
在
無
し
。

と
あ
る
。
ど
ち
ら
も
「
現
行
」
本
に
ほ
ぼ
正
確
に
対
応
す
る
箇
所
が
見
出
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
部
分
の
「
断
簡
」
は
な
い
。

さ
て
、
第
八
章
の
「
現
行
」
本
と
「
断
簡
」
と
の
食
い
違
い
と
、「
道
行
」
訳
文
の
関
係
を
ど
う
見
る
べ
き
か
。「
現
行
」（
訳
１
）
は
、
論
旨

明
解
で
、
解
釈
に
疑
問
を
は
さ
む
余
地
が
な
い
。
右
に
挙
げ
た
他
章
の
考
え
と
も
合
致
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
断
簡
」（
訳
２
）
は
、
現
在
と

過
去
・
未
来
の
間
に
は
相
関
関
係
が
有
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
過
去
お
よ
び
未
来
に
お
い
て
存
在
し
な
い
の
で
、
現
在
に

お
い
て
も
存
在
し
な
い
。」
こ
の
こ
と
は
、
第
八
章
「
断
簡
」
の
も
う
少
し
後
の
、4-verso3

に
、

pūrvām• tāparam• tāsvabhāvam•
hisubhūtivijñānam•

//

（
訳
）
そ
れ
は
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
識
別
は
過
去
・
未
来
に
お
い
て
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
は
「
現
行
」
で
は
、

pratyutpannāsvabhāvam•
hiSubhūte

pratyutpannam•
vijñānam•

//

（
Ｖ
本
九
三
頁
）

（
訳
）
そ
れ
は
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
現
在
の
識
別
は
、
現
在
に
お
い
て
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
な
っ
て
い
る
。（
波
傍
線
部
は
「
断
簡
」
欠
）
ま
た
、
こ
こ
の
「
道
行
」
訳
は
、
右
に
引
い
た
の
と
全
く
同
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

今
不
断
前
、
前
不
断
後
、
故
無
壊
、
以
是
故
、
前
為
不
断
、（
大
正
・
四
四
二
頁
上
）
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「
今
」
は
現
在
、「
前
」
は
過
去
、「
後
」
は
未
来
を
言
う
。「
断
」
は
「
断
絶
」
の
「
断
」
で
あ
ろ
う
。「
道
行
」
巻
一
・
難
問
品
第
二
に
、

（
須
菩
提
言
）
人
展
転
自
相
度
、
其
所
生
者
寧
有
断
絶
時
不
、
釈
提
桓
因
言
、
無
有
断
絶
時
、
何
以
故
、
人
無
有
尽
時
、

（
大
正
・
四
三
〇
頁
下
）

（
訓
）（
須
菩
提
言
わ
く
、）
人
は
展
転
し
て
自
ら
相
度わ
た

る
。
其
の
生
く
る
所
者は

寧む
し

ろ
断
絶
す
る
時
有
り
や
不い
な

や
。
釈
提
桓
因
言
わ
く
、
断
絶

す
る
時
有
る
こ
と
無
し
。
何
を
以
っ
て
の
故
ぞ
。
人
に
は
尽
く
る
時
有
る
こ
と
無
け
れ
ば
な
り
。

と
あ
る
。
従
っ
て
、「
道
行
」
清
浄
品
の
「
今
不
断
前
、
前
不
断
後
、
故
無
壊
、
以
是
故
、
前
為
不
断
」
の
意
は
、

現
在
は
過
去
と
断
絶
し
て
は
い
な
い
。
過
去
は
未
来
と
断
絶
し
て
は
い
な
い
。
だ
か
ら
、
破
壊
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、

過
去
は
断
絶
し
て
い
な
い
、
と
見
な
さ
れ
る
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
右
記
の
「
断
簡
」4-verso1

〜2

（
訳
２
）
は
「
現
在
の
存
在
物
は
、
過
去
・
未
来
に
お
い
て
非
存
在
で
あ
る
」

と
言
う
。「
現
在
」
は
「
過
去
・
未
来
」
と
繋
が
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、「
過
去
」
あ
る
い
は
「
未
来
」
に
お
い
て
存
在
し
な
い
も
の
は
、「
現
在
」

に
お
い
て
も
存
在
し
な
い
。「
道
行
」
訳
の
「
無
壊
」
と
は
、「
存
在
し
な
い
」
意
で
あ
る
。「
現
行
」（
訳
１
）
で
は
、
過
去
・
未
来
・
現
在
の
三

時
は
並
列
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
断
簡
」
で
は
、「
現
在
」
が
他
の
二
時
と
連
続
性
を
持
つ
こ
と
を
説
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、「
道
行
」
の
訳
文
は
、「
現
行
」
本
よ
り
も
明
ら
か
に
「
断
簡
」
に
近
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
。

〇
次
に
、「
断
簡
」5-recto3

〜4

か
ら
個
別
的
な
問
題
を
一
つ
あ
げ
る
。
先
に
当
該
個
所
の
「
現
行
」
文
を
引
く
。
点
傍
線
部
は
「
断
簡
」
も
ほ

ぼ
同
じ
。【

】
内
は
「
断
簡
」
に
の
み
見
え
る
語
で
あ
る
。

iha
S

ubhūte
śrāddhah•

kulaputro
vā

kuladuhitā
vā

tathāgatam
arhantam•

sam
yaksam

buddham•

【akāravato

】nim
ittato
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m
anasikaroti/

【parikal[p]e

】yāvantikhalu
punah•

Subhūte
nim

ittānitāvantah•
san •gāh•

//tatkasya
hetoh•

/nim
ittato

hiSubhūte

san •gah•
/

（
Ｖ
本
九
五
頁
）

（
訳
）
さ
て
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
忠
実
な
良
家
の
子
息
や
娘
た
ち
は
、
供
養
に
値
す
る
、
完
全
に
悟
っ
た
如
来
に
対
し
て
、【
姿
を
整
え
た

る
】
特
徴
に
従
っ
て
、
心
を
集
中
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
た
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
特
徴
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、【
虚
妄
へ
の
】
執

着
も
そ
れ
だ
け
多
く
な
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
執
着
は
特
徴
か
ら
生
じ
る
か
ら
だ
。

「
断
簡
」
で
加
わ
っ
て
い
る
二
箇
所
は
、
文
意
を
よ
り
明
確
に
す
る
働
き
が
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
二
語
が
無
く
て
も
、
意
は
十
分
通
じ
る
。
さ

て
、
こ
の
部
分
を
「
道
行
」
は
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。

若
善
男
子
善
女
人
、
於
怛
薩
阿
竭
阿
羅
呵
三
耶
三
仏
、
念
欲
作
想
、
随
所
想
者
、
是
故
為
著
、（
大
正
・
四
四
二
頁
下
）

（
訓
）
善
男
子
・
善
女
人
の
若ご
と

き
は
、
怛
薩
阿
竭

た
っ
さ
つ
あ
け
つ

―
阿あ

羅ら

呵か

―
三
耶
三
仏

さ
ん
や
さ
ん
ふ
つ

に
於
い
て
、
想
を
作な

さ
ん
と
念
欲
し
、
想
す
る
所
の
者
に
随
し
た
が

う
。

是
の
故
に
著
ち
ゃ
く

を
為
す
な
り
。

「
怛
薩
阿
竭
」
は
「
如
来
」、「
阿
羅
呵
」
は
「
供
養
に
値
す
る
」、「
三
耶
三
仏
」
は
「
完
全
に
悟
っ
た
」
の
、
そ
れ
ぞ
れ
音
訳
語
で
あ
る
（
７
）
。

m
anasikaroti

（
心
を
集
中
す
る
）
が
「
念
欲
」
（
８
）

に
相
当
し
、akāravato

nim
ittato

（
両
語
と
も
奪
格
を
取
っ
て
い
る
。
姿
を
整
え
た
る
特
徴
に

従
っ
て
、
の
意
）
が
「
作
想
」
に
相
当
す
る
。akāravato

は
形
容
詞ākāravat

の
奪
格
と
理
解
し
た
い
（「ā

」
が
短
音
化
し
た
と
理
解
す
る
）。

な
お
、「
道
行
」
巻
三
・
勧
助
品
第
四
に
は
、「
作
想
」
の
語
が
数
例
見
え
て
い
る
（
大
正
・
四
三
八
頁
下
〜
四
三
九
頁
上
）。
こ
れ
の
「
現
行
」

対
応
語
はnim

ittı̄karoti

（
特
徴
づ
け
る
）
で
あ
る
（
９
）
。
清
浄
品
で
は
、akāravato

（
姿
を
整
え
た
る
）
にkaroti

（「
作
」）
の
意
を
持
た
せ
た
の

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
道
行
」
は
「
断
簡
」
のakāravato

を
受
け
継
い
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、parikalpa

（
虚
妄
）
は
「
所
想
」

が
そ
の
訳
語
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
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〇
第
八
章
で
、「
断
簡
」
と
「
現
行
」
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
所
が
一
箇
所
あ
る
。
次
に
こ
の
部
分
の
検
討
に
移
ろ
う
。「
断
簡
」5-verso3

〜4

で
あ
る
。
ま
ず
、「
現
行
」
か
ら
示
す
。

B
hagavān

āha/sarvadharm
ā

api
S

ubhūte
prakr• tiviviktāh•

/
yā

ca
S

ubhūte
sarvadharm

ān• ām•
prakr• tiviviktatā

sā
prajñā-

pāram
itā

//
tat

kasya
hetoh•

/
tathā

hi
Subhūte

akr• tāh•
sarvadharm

ās
tathāgatenārhatā

sam
yaksam

buddhenābhisam
buddhāh•

//

（
Ｖ
本
九
六
頁
）

（
訳
）
尊
者
は
言
っ
た
。
全
て
の
も
の
も
、
ま
た
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
そ
の
本
性
は
分
離
し
て
い
る
の
だ
。
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
全
て
の
も
の

の
本
性
の
分
離
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
が
知
恵
の
完
成
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
全
て

の
も
の
は
、
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
、
完
全
に
悟
っ
た
、
供
養
の
価
値
あ
る
如
来
に
よ
っ
て
悟
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
。

点
傍
線
部
は
「
断
簡
」
も
ほ
ぼ
同
じ
。
傍
線
の
無
い
部
分
は
「
断
簡
」
が
欠
け
て
い
る
。
ま
た
、
波
傍
線
部
は
、「
断
簡
」
に
本
来
そ
の
余
白
の

無
い
箇
所
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
断
簡
」
で
はsubhūti

か
らtathā

へ
と
直
接
続
い
て
い
る
。
二
重
傍
線
部
が
、「
断
簡
」
が
「
現
行
」
と
大

き
く
異
な
る
部
分
で
あ
る
。
そ
の
「
断
簡
」5-verso4

を
次
に
示
す
。

﹇p

﹈rak

（r•

）tiviśuddhām•
prajñāpāram

itām•
āgam

ya
prakr• tivivi

（kt

）.

…
（vivi

）ktatā

（
訳
）
本
性
が
清
浄
な
知
恵
の
完
成
の
お
か
げ
で
、
本
性
が
分
離
…
〈
以
下
不
明
〉

「
断
簡
」
末
尾
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
右
文
二
重
傍
線
部abhisam

buddhāh•

（
悟
ら
れ
た
る
）
で
終
わ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。「
．
」

は
不
明
な
一
字
の
破
片
が
あ
る
（
ザ
ン
ダ
ー
氏
に
よ
る
）。
…
部
は
「
断
簡
」
写
真
版
に
よ
る
と
、
数
字
か
ら
十
数
字
程
度
の
文
字
が
入
る
余
地

が
あ
る
。
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こ
こ
で
、
や
は
り
「
道
行
」
訳
語
と
対
照
し
て
み
よ
う
。
対
応
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（

）
内
は
「
現
行
」
文
に
対
応
箇
所
が
無
い
部

分
、
点
傍
線
部
は
対
応
「
断
簡
」
文
が
有
る
箇
所
で
あ
る
。

仏
言
、
法
無
作
者
故
、
得
阿
惟
三
仏
、（
須
菩
提
言
、
諸
法
実
無
作
、
阿
惟
三
仏
者
、）
仏
言
須
菩
提
、（
無
有
両
法
、
用
之
本
淨
、
故
曰
為

一
、
其
淨
者
）
於
一
切
無
有
作
者
、（
乃
至
無
淨
、
於
一
切
亦
無
作
者
、
仏
語
須
菩
提
、
是
以
離
諸
著
、
為
棄
本
際
、）（
大
正
・
四
四
二
頁

下
）

（
訓
）
仏
言い

は
く
、
法
は
作な

す
無
き
者
な
る
が
故
に
、
阿
惟
三
仏
を
得
る
な
り
、
と
。（
須
菩
提
言
は
く
、
諸
法
実
ま
こ
と

に
作
す
無
き
は
、
阿
惟

三
仏
な
る
者
な
り
、
と
。）
仏
、
須
菩
提
に
言
う
に
、（
両
法
有
る
無
し
。
こ
れ
を
用
う
れ
ば
本
よ
り
淨
な
り
。
故
に
一
と
為
す
と
曰
う
。

其
れ
淨
な
る
者
は
）
一
切
に
於
い
て
作
す
こ
と
有
る
無
き
者
な
り
。（
乃
す
な
わ

ち
無
淨
な
る
も
の
に
至
り
て
も
、
一
切
に
於
い
て
亦
作
す
無

き
者
な
り
、
と
。
仏
、
須
菩
提
に
語
る
に
、
是こ

れ
、
諸
著
を
離
る
る
を
以
っ
て
、
本
際
を
棄
つ
と
為
す
な
り
、
と
。）

以
上
の
対
照
に
よ
っ
て
、「
道
行
」
は
、
一
部
不
明
個
所
を
含
む
「
断
簡
」
末
尾
を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
末
尾
の
「
断
簡
」
一
部
不
明
（
…
部
）
箇
所
の
「
道
行
」
対
応
訳
「
以
離
諸
著
、
為
棄
本
際
」
は
、
こ
れ
と
全
く
同
一
の
訳
文
が

同
じ
「
道
行
」
清
浄
品
の
前
の
方
に
見
え
て
い
る
（
大
正
・
四
四
二
頁
下
）。「
断
簡
」
に
は
無
い
部
分
な
の
で
、
対
応
の
「
現
行
」
文
を
次
に
示

す
。sarvāh•

san •gakot• yo
vivarjitā

bhavanti//

（
Ｖ
本
九
五
頁
）

（
訳
）
全
て
は
執
着
の
在
り
方
を
捨
て
去
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
が
、「
断
簡
」
一
部
不
明
個
所
のprakr• tivivi

（kt

）.

…
（vivi

）ktatā

と
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。「
道

行
」
の
見
た
原
文
は
、
こ
れ
と
は
違
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
そ
こ
で
、
改
め
て
「
以
離
諸
著
、
為
棄
本
際
」
と
似
た
表
現
が
「
道
行
」
に
無
い
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か
を
検
索
し
て
み
る
と
、
巻
八
・
強
弱
品
第
二
十
四
に
、「
離
諸
経
法
、
本
無
諸
経
法
」（
諸
経
法
を
離
る
、
本も
と

諸
経
法
無
し
）
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
た
（
大
正
・
四
六
七
頁
中
）。「
経
」
は
「
道
」
の
意
で
、
こ
の
場
合
「
法
」
と
同
義
と
考
え
て
よ
い
。
こ
こ
の
対
応
「
現
行
」
本
（「
断
簡
」

な
し
）
は
第
二
十
七
章
「
核
心
」sāra

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

sattvaviviktatayā
sarvadharm

aviviktatā
veditavyā

/

（
Ｖ
本
二
二
〇
頁
）

（
訳
）
生
き
物
の
分
離
に
よ
る
、
全
て
の
も
の
の
分
離
が
知
ら
れ
る
。

い
ま
、veditavyā

（
知
ら
れ
る
）
は
漢
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
も
う
一
度
、「
断
簡
」
を
引
く
。

prakr• tivivi

（kt

）.

…
（vivi
）ktatā

傍
線
部
が
「
現
行
」
に
重
な
る
。
漢
訳
の
類
似
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、「
断
簡
」
の
原
文
は
、
次
の
よ
う
に
復
元
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

prakr• tiviviktatayā
sarvadharm

aviviktatā

（
訳
）
本
性
の
分
離
に
よ
る
、
全
て
の
も
の
の
分
離
が
（
悟
ら
れ
る
。）

前
述
し
た
よ
う
に
、
文
の
結
び
はabhisam

buddhā
（
悟
ら
れ
た
る
。
復
元
の
場
合
は
女
性
形
と
な
る
）
で
終
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
が
、
実
際
の
形
は
不
明
で
あ
る
。
復
元
し
た
「
断
簡
」
の
訳
は
次
の
よ
う
に
な
る
。（

）
内
は
「
現
行
」
本
で
補
っ
た
箇
所
で
あ
る
。

（
訳
）
尊
者
は
言
っ
た
。
全
て
の
も
の
も
、
ま
た
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
そ
の
本
性
は
分
離
し
て
い
る
の
だ
。（
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
全
て
の
も
の
の

本
性
の
分
離
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
が
知
恵
の
完
成
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、）
完
全
に
悟

っ
た
、
供
養
の
価
値
あ
る
如
来
に
よ
っ
て
、「
本
性
の
分
離
に
よ
る
、
全
て
の
も
の
の
分
離
」
が
、
悟
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
の
だ
。

以
上
の
復
元
作
業
は
、「
道
行
」
訳
文
が
、「
断
簡
」
の
不
明
個
所
を
補
う
役
割
を
果
た
し
得
る
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
前
稿
の

結
び
の
部
分
で
、「『
道
行
』
訳
は
、
今
度
は
自
ら
が
、
初
期
大
乗
仏
教
の
真
の
姿
を
後
世
に
伝
え
る
役
目
を
負
う
」
と
述
べ
た
が
、
今
回
新
出
の
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「
断
簡
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
端
が
証
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

な
お
、
一
つ
付
け
加
え
れ
ば
、
右
に
引
用
し
た
「
道
行
」
訳
文
の
「
於
一
切
無
有
作
者
」
は
、「
断
簡
」
に
対
応
部
分
が
無
く
て
、
逆
に
「
現

行
」
に
対
応
のakr• tāh•

sarvadharm
ās

（
全
て
の
も
の
は
、
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
）
を
見
出
す
。「
道
行
」
は
、
少
な
く
と
も
、
右
に
検
討

し
た
部
分
に
お
い
て
は
、「
現
行
」
本
に
通
じ
る
テ
キ
ス
ト
を
も
見
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

三

続
い
て
、「
現
行
」
第
十
二
章
「
世
界
の
示
現
」lokasam• darśana

に
移
ろ
う
。「
道
行
」
で
は
巻
五
・
照
明
品
第
十
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、

二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

○
ま
ずunm

iñjita-nim
iñjita

（
開
閉
）
の
解
釈
に
つ
い
て
。
計
良
龍
成
・
上
田
昇
著
『
現
観
荘
厳
論
光
明
般
若
波
羅
蜜
多
釈
　
梵
語
総
索
引
』
（
10
）

に
よ
り
検
索
す
る
と
、
こ
の
語
は
「
現
行
」
の
第
十
二
章
に
九
例
が
見
出
さ
れ
る
。
他
章
に
は
見
当
た
ら
な
い
。unm

iñjita

は
「
開
か
れ
た
、

開
始
」、nim

iñjita

は
「
閉
ざ
さ
れ
た
、
終
結
」
の
意
で
あ
る
。「
断
簡
」
残
存
部
分
に
は
、「
現
行
」
で
四
箇
所
こ
の
語
が
出
現
す
る
。
そ
の
う

ち
、
一
箇
所
（9-recto3

）
は
、「
断
簡
」
にum

m
im• jitanim

im• jitāni
と
あ
り
、
冒
頭
部
の
「n

」
が
「m

」
に
、
二
箇
所
の
「ñ

」
が
「m•

」
に

変
化
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
他
は
「
現
行
」
本
と
同
綴
り
で
あ
る
。
他
の
一
箇
所
（9-recto1

）
は
、[u](m•

)m
(i)ny(i)t(a)n(i)m

inyitān[i]

と
な
っ
て
い
て
、「ñj

」
が
「ny

」
の
表
記
に
な
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
「
現
行
」
と
同
綴
り
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
残

る
二
箇
所
（「
断
簡
」
欠
）
も
や
は
り
、「
現
行
」
と
同
一
箇
所
にunm

iñjitanim
iñjita

に
相
当
す
る
語
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
今
、
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9-recto1

の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、「
現
行
」
本
か
ら
「
断
簡
」8-verso5

〜9-recto1

相
当
部
を
引
く
。
点
傍
線
部
は
「
断
簡
」
に
残
存

す
る
所
で
あ
る
。

punar
aparam•

S
ubhūte

T
athāgata

im
ām•

prajñāpāram
itām

āgam
y

āpram
eyān• ām

asam• khyeyānām•
parasattvānām•

parapu-

dgalānām
unm

iñjitanim
iñjitāniyathābhūtam•

prajānāti//

（
Ｖ
本
一
三
三
頁
）

（
訳
）
さ
ら
に
ま
た
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
如
来
は
こ
の
知
恵
の
完
成
に
よ
っ
て
、
無
量
・
無
数
の
他
の
有
情
た
ち
、
他
の
人
達
の
開
閉
を
あ

り
の
ま
ま
に
知
る
の
だ
。

unm
iñjita-nim

iñjita

（
開
閉
）
を
、
梶
山
雄
一
は
、「（
対
象
に
向
か
っ
て
肯
定
的
に
）
開
き
、（
否
定
的
に
）
閉
じ
た
考
え
」
と
訳
し
、
参
照

と
し
て
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
注
解
（
Ｈ
五
五
六
・
一
四
〜
一
五
）
を
挙
げ
て
い
る
（
11
）
。
ザ
ン
ダ
ー
氏
は
「
断
簡
」
に
付
し
た
訳
文
で
、
エ
ジ
ャ
ー
ト
ン
の

Ｂ
Ｈ
Ｓ
Ｄ
に
従
っ
て
、the

beginnings
and

endings

と
訳
し
て
い
る
。
次
に
、
ハ
リ
バ
ド
ラ
注
解
の
一
部
を
ザ
ン
ダ
ー
氏
の
注
か
ら
（
12
）借
り
て
引

く
（
Ｖ
本
で
は
四
四
一
頁
、
訳
は
筆
者
に
よ
る
）。

vidhi-m
ukhena

yah•
sva-vis• aye

cittaprasarah•
so’yam

unm
iñjah• .

pratis• edha-m
ukhena

vis• ayāntarāc
cittasyāpasarpan• am•

nim
iñjah• .

（
訳
）
自
己
の
対
象
と
の
か
か
わ
り
で
、
心
を
実
行
の
方
向
に
そ
っ
て
前
進
さ
せ
る
こ
と
、
こ
れ
が
「
開
く
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
心
を

対
象
か
ら
、
否
定
の
方
向
に
退
却
さ
せ
る
こ
と
、
こ
れ
が
「
閉
ざ
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
解
釈
の
難
し
い
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
、「
道
行
」
が
「
断
簡
」8-verso5

〜9-recto1

相
当
箇
所
を
ど
う
訳
し
て
い
る
か
を
見

て
み
よ
う
。

復
次
、
須
菩
提
、
怛
薩
阿
竭
用
人
故
、
因
般
若
波
羅
蜜
、
知
欲
得
是
者
致
是
、
悉
知
、（
大
正
・
四
四
九
頁
下
）
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（
訓
）
復
た
次
に
、
須
菩
提
よ
、
怛
薩
阿
竭
は
人
を
用も

っ
て
の
故
に
、
般
若
波
羅
蜜
に
因
り
て
、
是
れ
を
得
ん
と
欲
す
る
者
は
是
れ
を
致
す
、

と
知
る
。
悉
く
知
る
。

「
用
人
故
」（
人
を
用も

っ
て
の
故
に
）
が
分
か
り
に
く
い
。「
道
行
」
照
明
品
の
こ
れ
よ
り
前
の
部
分
に
は
、

復
次
、
須
菩
提
、
怛
薩
阿
竭
用
不
可
計
人
不
可
計
心
故
、
因
般
若
波
羅
蜜
、
無
所
不
知
、（
大
正
・
四
四
九
頁
中
）

（
訓
）
復
た
次
に
、
須
菩
提
よ
、
怛
薩
阿
竭
は
、
計は
か

る
可
か
ら
ざ
る
人
、
計
る
可
か
ら
ざ
る
心
の
故
に
、
般
若
波
羅
蜜
に
因
り
て
、
知
ら
ざ

る
所
無
し
。

と
あ
る
。「
用
人
故
」
は
、「
用．
不
可
計
人．
不
可
計
心
故．
」
の
省
略
形
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
対
応
「
現
行
」
本
に
、「
無
量
・
無
数
の
他
の
有
情

た
ち
、
他
の
人
達
の
」
と
あ
る
の
に
、
ぴ
っ
た
り
と
一
致
す
る
。
た
だ
、「
現
行
」
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
属
格
（
所
有
格
）
形
に
な
っ
て
い
る

（「
断
簡
」
も
同
じ
）
が
、「
道
行
」
で
は
、「
故
」
で
受
け
て
い
る
の
で
、
本
来
、
奪
格
形
（
故
に
、
〜
の
で
）
が
想
定
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
こ
の

辺
り
の
事
情
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
な
お
、「
悉
知
」
はyathābhūtam•

prajānāti

（
あ
り
の
ま
ま
に
知
る
）
に
対
応
す
る
訳
で
あ
る
と
見
な
さ

れ
る
。

さ
て
、
問
題
のunm

iñjita-nim
iñjitāni

（
開
閉
）
を
、「
道
行
」
は
、「
知
欲
得
是
者
致
是
」（
是
れ
を
得
ん
と
欲
す
る
者
は
是
れ
を
致
す
）
と

訳
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
判
断
は
、
本
稿
で
の
考
察
を
通
し
て
、「
現
行
」
が
原
典
に
忠
実
に
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
可
能
な
の
で
あ
る
。「
是
れ
」
は
お
そ
ら
く
ハ
リ
バ
ド
ラ
の
注
解
の
語
「
自
己
の
対
象
」sva-vis• aya

を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。「
致

す
」
は
「
招
き
寄
せ
る
」
意
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
道
行
」
漢
訳
を
組
み
入
れ
て
、「
開
閉
」
を
解
釈
し
直
し
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

自
己
の
対
象
に
対
し
て
心
を
向
け
、
こ
れ
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
も
の
に
囚と
ら

わ
れ
る
。
一
方
、
対
象
に
対
し
て
心
を
閉
ざ
し
、

心
を
奪
わ
れ
な
け
れ
ば
、
も
の
に
囚
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
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「
現
行
」
第
十
二
章
で
は
、
こ
の
後
に
「
そ
れ
は
な
ぜ
か
」
と
い
う
疑
問
文
が
入
り
、
そ
の
回
答
と
し
て
次
の
文
が
続
く
。「
断
簡
」9-recto2

に
相
当
す
る
。
点
傍
線
部
は
「
断
簡
」
で
読
み
と
れ
る
箇
所
、
波
傍
線
部
は
「
断
簡
」
に
無
い
箇
所
で
あ
る
。

sarvān• itāniSubhūte
rūpaniśritāny

utpadyam
ānāny

utpadyante
itiyathābhūtam•

prajānāti/

（
Ｖ
本
一
三
三
頁
）

（
訳
）
ス
ブ
ー
テ
ィ
よ
、
生
じ
つ
つ
あ
る
そ
れ
ら
全
て
は
、
形
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
、
あ
る
が
ま
ま
に
知
る
。

「
断
簡
」
に
無
い
部
分
は
、
単
な
る
誤
脱
か
省
略
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
道
行
」
の
対
応
箇
所
を
挙
げ
よ
う
。

知
一
切
色
従
不
可
得
獲
而
生
生
、（
大
正
・
四
四
九
頁
下
）

（
訓
）
一
切
の
色し
き

は
、
得
獲
と
く
か
く

す
可
か
ら
ざ
る
に
従よ

り
て
生
生
せ
い
せ
い

す
る
を
知
る
。

「
断
簡
」
に
無
い
「
須
菩
提
」「
悉
知
」
は
、「
道
行
」
に
も
現
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。「
得
獲
」
は
、「
獲
得
」
に
同
じ
。『
文
選
』
巻

八
・
司
馬
相
如
の
上
林
賦
に
「
均
猟
者
之
所
得
獲
」（
猟
者
の
得
獲
す
る
所
を
均ひ
と

し
く
す
）
と
見
え
る
。「
生
生
」
は
、『
易え
き

』
繋
辞
上
に
「
生
生

之
謂
易
」（
生
生
す
る
は
、
こ
れ
を
易
と
謂
う
）
と
あ
る
。「
生
じ
つ
つ
あ
る
」
意
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
と
漢
訳
文
で
は
、
文
法
上
は
、

主
述
逆
転
し
て
い
る
が
、「
も
の
を
得
よ
う
と
欲
求
し
て
得
ら
れ
ぬ
こ
と
か
ら
、
も
の
へ
の
執
着
が
生
じ
る
」
と
い
う
趣
旨
に
相
異
は
な
い
。

unm
iñjita-nim

iñjitāni

（
開
閉
）
と
い
う
分
か
り
に
く
い
語
に
対
す
る
、「
道
行
」
の
訳
者
の
厳
し
く
慎
重
な
態
度
が
、
行
間
に
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
な
気
が
す
る
。

〇
最
後
に
、「
現
行
」
第
十
二
章
のavaloka

と
い
う
語
を
め
ぐ
る
問
題
を
扱
い
た
い
。
ま
ず
、「
現
行
」
本
か
ら
引
く
。「
断
簡
」
は
残
っ
て
い
な

い
箇
所
で
あ
る
。

śāśvata
ātm

ā
’valokaś

cedam
eva

satyam•
m

oham
anyad

itirūpagatam
etat/

（
Ｖ
本
一
三
三
頁
）
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（
訳
）
自
己
と
世
界
は
永
遠
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
真
実
で
あ
り
、
他
は
迷
妄
で
あ
る
、
と
い
う
こ
の
考
え
は
、
形
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
い

る
。

「
道
行
」
対
応
部
は
、

無
人
有
我
世
者
、
是
亦
為
色
、（
大
正
・
四
四
九
頁
下
）

（
訓
）
人
無
く
し
て
我
と
世
有
る
者は

、
是
れ
亦
色し
き

を
為
せ
ば
な
り
。

「
現
行
」
傍
線
部
は
「
道
行
」
で
は
訳
さ
れ
て
い
な
い
。avaloka

は
、「
現
行
」
で
は
第
十
二
章
の
こ
の
す
ぐ
後
に
集
中
的
に
現
れ
る
だ
け
で
、

他
所
で
は
見
え
な
い
語
で
あ
る
。「
道
行
」
訳
で
はavaloka

に
「
世
」（
世
界
）
を
当
て
て
い
る
が
、
実
際
の
意
は
「
観
察
、
光
景
、
視
界
」

view
ing,look,glance （

13
）
で
あ
る
。
動
詞vyavalokayati

に
は
「
顧
望
す
る
」
の
意
も
あ
る
。
梶
山
は
「avaloka

と
い
う
語
は
明
ら
か
で
な
い
」
（
14
）

と
し
て
い
る
。
さ
て
、
以
上
の
文
を
肯
定
命
題
と
し
て
、
以
下
、
否
定
命
題
、
肯
定
否
定
の
並
立
命
題
、
肯
定
否
定
の
両
否
定
の
命
題
と
い
う
よ

う
に
、
論
が
進
め
ら
れ
る
。
次
に
、
も
う
一
箇
所
、「
断
簡
」
に
は
無
い
所
を
「
現
行
」
本
か
ら
引
く
。

śāśvataś
cāśāśvata

ātm
ā

’valokaś
cedam

eva
satyam•

m
oham

anyad
itirūpagatam

etat/

（
Ｖ
本
一
三
三
頁
）

（
訳
）
自
己
と
世
界
は
、
永
遠
で
あ
り
、
ま
た
永
遠
で
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
真
実
で
あ
り
、
他
は
迷
妄
で
あ
る
、
と
い
う
こ
の
考
え
は
、
形

あ
る
も
の
に
よ
っ
て
い
る
。

次
に
「
道
行
」
対
応
部
を
引
く
。

有
望
無
望
無
我
世
者
、
是
亦
為
色
、（
大
正
・
四
四
九
頁
下
）

（
訓
）
望
有
る
と
望
無
き
と
我
と
世
無
き
者は

、
是
れ
亦
色し
き

を
為
せ
ば
な
り
。

「
現
行
」
と
「
道
行
」
は
、
明
ら
か
に
完
全
な
対
応
を
示
し
て
い
な
い
。「
望
」
は
、
あ
る
いavaloka

の
訳
語
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。「
道
行
」
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は
「
望
」
と
「
我
」
と
「
世
」
の
三
点
セ
ッ
ト
で
考
え
て
い
る
形
跡
が
あ
る
。
次
に
、avaloka

の
関
わ
る
部
分
で
、「
断
簡
」
の
残
っ
て
い
る
箇

所
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、「
現
行
」
本
の
、「
断
簡
」9-verso2

相
当
部
分
を
引
く
。
点
線
、
二
重
傍
線
部
は
「
断
簡
」
に
有
る
部
分
で
あ
る
。

śāśvata
ātm

ā’valokaś
cedam

eva
satyam•

m
oham

anyad
itivijñānagatam

etat/

（
Ｖ
本
一
三
三
頁
）

（
訳
）
自
己
と
世
界
は
永
遠
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
真
実
で
あ
り
、
他
は
迷
妄
で
あ
る
、
と
い
う
こ
の
考
え
は
、
識
別
に
よ
っ
て
い
る
。

傍
線
部
は
、「
断
簡
」
で
は
実
際
に
は
、

śāśv(a)to
ātm

ā
ca

loko
ca

idam
e[va]

と
な
っ
て
い
て
、
二
重
傍
線
部
が
「
現
行
」
本
と
は
異
な
る
。「ca

」
は
「
ま
た
」
の
意
、「loko

」
は
「loka

」
の
Ｂ
Ｈ
Ｓ
主
格
形
で
あ
る
。

「
断
簡
」
のloko

（
世
界
）
の
方
が
、「
道
行
」
訳
の
「
世
」
に
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
こ
の

部
分
の
「
道
行
」
訳
を
見
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
正
確
な
対
応
箇
所
は
見
当
た
ら
な
い
。
代
わ
り
に
、
こ
の
命
題
を
否
定
命
題
に
し
た
箇
所
を

示
す
。無

望
無
我
無
世
無
識
、
是
亦
為
色
、（
大
正
・
四
四
九
頁
下
）

（
訓
）
望
無
く
我
無
く
世
無
く
識
無
き
は
、
是
れ
亦
色
を
為
せ
ば
な
り
。

波
傍
線
部
「
無
識
」
は
こ
こ
に
入
る
理
由
が
無
い
の
で
、
誤
入
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
今
、
検
討
を
保
留
す
る
。
注
目

す
べ
き
は
、
こ
こ
で
も
「
望
」「
我
」「
世
」
が
三
点
セ
ッ
ト
で
出
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
仮
に
訳
せ
ば
、「
人
の
死
後
に
は
、
い
ま
目
に
見
え
て

い
る
も
の
も
、
自
己
も
、
世
界
も
全
て
無
く
な
る
。
こ
う
考
え
る
の
は
、
形
あ
る
も
の
に
よ
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
項
で
最
初
に
挙
げ
た
「
道
行
」
訳
文
で
は
、「
無
人
有
我
世
者
、
是
亦
為
色
」
と
あ
っ
て
、「
人
」
と
「
我
」
と
「
世
」
が
三
点
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
る
。「
人
」
と
「
望
」
は
同
じ
概
念
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
人
が
生
き
て
い
る
」
こ
と
と
は
、
つ
ま
り
「
こ
の
眺
望
を
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所
有
し
て
い
る
こ
と
」
な
の
で
は
な
い
か
（
15
）
。

「
道
行
」
の
照
明
品
の
こ
の
前
後
に
は
「
人
」「
望
」「
我
」「
世
」
の
肯
定
・
否
定
に
つ
い
て
の
詳
し
い
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
今
、

分
か
り
や
す
く
表
示
し
て
み
よ
う
。

１．

有
人
　
　
　
―
無
我
―
無
世

２．

無
人
　
　
　
―
有
我
―
有
世

３．

有
望
・
無
望
　
　
―
無
我
―
無
世

４．

不
有
望
・
不
無
望
　
―
無
我
―
無
世

５．

有
望
　
　
　
―
有
我
―
有
世

６．

無
望
　
　
　
―
無
我
―
無
世

こ
の
表
を
見
て
み
る
と
、「
我
」
と
「
世
」
は
両
者
で
一
つ
の
組
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、

１．

有
人
　
―
　
無
「
我
世
」（
人
は
実
在
す
る
が
、
自
己
も
世
界
も
実
在
し
な
い
）

２．

無
人
　
―
　
有
「
我
世
」（
人
は
実
在
し
な
い
が
自
己
と
世
界
は
実
在
す
る
）

３．

有
望
・
無
望
　
―
　
無
「
我
世
」（
眺
望
が
実
在
し
て
も
、
実
在
し
な
く
て
も
、
自
己
と
世
界
は
実
在
し
な
い
）

４．

不
有
望
・
不
無
望
　
―
　
無
「
我
世
」（
眺
望
が
実
在
す
る
の
で
な
く
て
も
、
実
在
し
な
い
の
で
な
く
て
も
、
自
己
と
世
界
は
実
在
し
な

い
）

５．

有
望
　
―
　
有
「
我
世
」（
眺
望
は
実
在
す
る
し
、
自
己
と
世
界
も
実
在
す
る
）

６．

無
望
　
―
　
無
「
我
世
」（
眺
望
は
実
在
せ
ず
、
自
己
と
世
界
も
実
在
し
な
い
）
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と
い
う
こ
と
に
な
る
（
16
）
。
私
は
、「
道
行
」
の
「
人
・
望
」「
我
」「
世
」
の
三
点
セ
ッ
ト
が
最
も
古
い
形
で
あ
り
、「
断
簡
」
で
は
「
望
」
が
抜
け
落

ち
て
「
世
」loka

が
残
っ
た
（
や
は
り
、「
眺
望
」
と
「
世
界
」
の
区
別
が
難
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）
の
に
対
し
て
、「
現
行
」
で
は
、
ど
う
い

う
テ
キ
ス
ト
流
伝
の
混
乱
が
あ
っ
た
為
か
、
今
で
は
推
測
の
仕
様
も
な
い
が
、「
望
」avaloka

の
語
が
、
半
ば
「
世
」loka

と
混
同
さ
れ
つ
つ
、

残
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
こ
の
推
測
は
、「
道
行
」
の
訳
者
が
、「
断
簡
」
よ
り
も
古
い
テ
キ
ス
ト
を
見
て
い
た
可
能
性
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
八
・
二
二
四
所
収
『
道
行
般
若
経
』
十
巻
。
本
稿
で
は
基
本
的
に
こ
の
テ
キ
ス
ト
（
以
下
、「
大
正
」
と
略
す
）
に
よ
る
。

（
２
）『
同
志
社
外
国
文
学
研
究
』
第
七
十
七
号
（
同
志
社
大
学
外
国
文
学
会
編
、
一
九
九
七
年
三
月
）
所
収
。

（
３
）
本
稿
で
はP.L

.V
aidya

,ed
.,“

A
s• t• asāhasrikā

Prajñāpāram
itā

”,B
uddhist

Sanskrit
T

exts
N

o.4
,D

arbhanga
,1960

.

（
以
下
、
Ｖ
本
と
略
す
）

に
よ
る
。
ま
た
、
常
時
、
梶
山
雄
一
訳
『
八
千
頌
般
若
経
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）』（
大
乗
仏
典
巻
二
・
三
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
九
・
五
十
年
）
を
参
照
し
た
。

（
４
）
梶
山
前
掲
書
（
上
）
の
解
説
、
三
四
五
頁
。

（
５
）
仏
教
混
淆
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
概
説
書
に
は
、
Ｆ
・
エ
ジ
ャ
ー
ト
ン
著
、
久
留
宮
圓
秀
訳
『
仏
典
の
こ
と
ば
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九
二
年
）

が
あ
る
。
原
著
の
出
版
は
一
九
五
四
年
。
ま
た
、
同Franklin

E
dgerton

著
の“

B
uddhist

H
ybrid

Sanskrit
gram

m
ar

and
dictionary

”(N
ew

H
aven,

1953 )

参
照
。E

dgerton

の
辞
典
は
以
下
Ｂ
Ｈ
Ｓ
Ｄ
と
略
す
。

（
６
）
こ
の
文
は
、『
管
子
』
小
問
篇
の
「
淵
然
清
静
者
、
�
�
之
色
也
」
を
そ
の
ま
ま
襲
っ
て
い
る
が
、『
論
衡
』
で
は
文
字
が
若
干
変
化
し
て
い
る
。
こ
こ
は
、
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王
充
の
用
字
に
従
っ
て
考
え
た
い
。

（
７
）
宇
井
伯
壽
著
『
訳
経
史
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
所
収
の
「
支
讖
の
訳
書
に
於
け
る
音
訳
一
斑
」
で
は
、「
怛
薩
阿
竭
阿
羅
呵
三
耶
三
仏
」
の
原

語
は
「tasaagat(d)arahāsam

yasam
but

」
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
、「
全
く
俗
語
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
（
四
八
三
、
四
八
四
頁
）。

（
８
）「
念
欲
」
は
、『
文
選
』
巻
四
十
一
、
陳
琳
・
為
曹
洪
与
魏
文
帝
書
に
「
琳
頃
多
事
、
不
能
得
為
、
念
欲
遠
以
為
懽
」（
琳
こ
の
頃
事
多
く
し
て
、
為
し
得
る

こ
と
能
わ
ず
。
遠
く
ゆ
き
て
以
て
懽
よ
ろ
こ

び
を
為な

さ
ん
こ
と
を
念
欲
す
）
と
見
え
る
。「
一
心
に
思
い
、
欲
す
る
」
意
。
陳
琳
は
建
安
七
子
の
一
人
、
支
讖
よ
り

や
や
後
の
人
で
あ
る
。
初
期
道
教
経
典
『
太
平
経
』（
王
明
編
『
太
平
経
合
校
』
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）
の
巻
九
一
「
拘
校
三
古
文
法
」
に
は
「
而
念
欲

安
帝
王
也
」（
而
し
て
帝
王
を
安
ん
ぜ
ん
と
念
欲
す
）
と
あ
る
（
三
六
〇
頁
）。

（
９
）「
現
行
」
第
六
章
「
随
喜
と
廻
向
」（anum

odanāparin• ām
anā

）
Ｖ
本
七
七
頁
。

（
10
）
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
九
八
年
刊
。

（
11
）
梶
山
雄
一
『
八
千
頌
般
若
経
Ⅱ
』
二
八
頁
の
訳
、
お
よ
び
三
七
六
頁
注
一
三
。

（
12
）“B

U
D

D
H

IST
M

A
N

U
SC

R
IPT

S
V

olum
e
1 ”

二
八
頁
、N

otes
1

。

（
13
）
荻
原
雲
來
編
『
漢
訳
対
照
梵
和
大
辞
典
』（
昭
和
十
五
年
）、
お
よ
びM

.M
onier

W
illiam

s“
A

S
A

N
S

K
R

IT
-E

N
G

L
IS

H
D

IC
T

IO
N

A
R

Y
”,

O
xford

U
nivesity

Prss,1899 .

に
よ
る
。

（
14
）
梶
山
前
掲
書
Ⅱ
三
七
六
頁
の
注
一
四
に
よ
る
。

（
15
）
前
掲
『
太
平
経
合
校
』
の
巻
一
一
〇
「
大
功
益
年
書
出
歳
月
戒
」
に
、「
使
得
視
息
復
生
望
」（
視
息
を
得
て
、
生
の
望ぼ
う

を
復ふ
く

せ
使し

む
）
と
あ
る
（
五
三
二
頁
）。

「
視
息
」
は
「
視
力
と
呼
吸
」
の
意
、「
生
」
は
こ
こ
で
は
信
者
の
自
称
で
あ
る
。「
望
」
に
つ
い
て
は
、
同
巻
一
一
〇
に
「
何
所
復
望
乎
、
欲
望
天
報
、
当
自

責
」（
何い
ず

れ
の
所
に
か
望
を
復
せ
ん
乎や

。
天
報
を
望
ま
ん
と
欲
せ
ば
、
当ま
さ

に
自
ら
責
む
べ
し
。
五
二
七
、
五
二
八
頁
）
と
見
え
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
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「
天
か
ら
授
か
る
い
の
ち

．
．
．

、
寿
命
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
道
行
」
が
「
望
」
と
い
う
訳
語
を
選
ん
だ
の
は
、
こ
の
よ
う
な
道
教
的
な
生
命
観
を
意
識
し
て
の
こ

と
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

（
16
）
た
だ
し
、「
道
行
」
は
こ
の
よ
う
な
議
論
自
体
を
、「
空
」
の
立
場
に
立
っ
て
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
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